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は、国際捕鯨取締条約第 8 条のもと、副産物の製造を行った。8 月 29 日の調査母船日新丸の入港式では、
水産庁より香川次長他多数が出席して、調査船乗組員の労をねぎらった。

くじら博士の出張授業＆鯨肉試食会の開催
　学習塾学び舎スプラウトアップから、塾でおこなっているゼミナールでクジラについて話をしてもらえ
ないかという依頼があったので、クジラの講義だけでなく鯨肉の美味しさを知ってもらうため、くじら博
士の出張授業＆鯨肉試食会を実施した。
　８月２日及び３日の２日間、東京都港区の学び舎スプラウトアップで開催した。出張授業は西脇参事が
講師を務め、クジラの生態や利用等について講義した。授業の後は、鯨のサイコロステーキとサラダの試
食をおこなった。

霞ヶ関子ども見学デーへの参加
　東京の霞ヶ関官庁街において夏場の定例イベント「子ども霞ヶ関見学デー」が 8 月６日及び７日の２日
間に開催された。当研究所は水産庁捕鯨班、日本捕鯨協会および共同船舶（株）と協力し合う形で水産庁
本館 8 階の中央会議室において鯨の展示部分担当で参加した。この展示ではこども達や保護者に生き物と
しての鯨、調査捕鯨や健康な食材としての鯨について学んでもらうため、ハクジラ類の歯、ヒゲクジラ類
のひげ板、鯨類ポスターなどの資料を展示・配布し、鯨の聴覚体験コーナー、「クジラ３択クイズ」コーナ
ーを設け、塗り絵コーナー、「くじら折り紙教室」や「鯨質問カルタ」、「鯨パズル」コーナーを設けるとと
もに、鯨類捕獲調査副産物の利用や鯨食文化について学んでもらうため鯨肉の栄養価値等の食に関するパ
ネルを展示し、鯨料理の作り方やレシピーを紹介するパンフレット類や下敷きを配布した。
　健康食材としての鯨をアピールしているゆるキャラ「バレニンちゃん」の初登場で来場したこども達が
大喜びし、バレニンちゃんと記念撮影したり、鯨肉入りの「クジラのチカラ」ソーセージをバレニンちゃ
んが手渡したりした。また、共同船舶（株）、日本捕鯨協会、NPO 法人鯨食文化を守る会および農水省内
の食堂「手しごとや・咲くら」の協力を得て両日のお昼前の時間帯にくじら肉の竜田揚げの試食を実施し
ました。そのほか、「手しごとや・咲くら」に定番メニューの鯨ステーキ及人気メニューの鯨竜田揚げも提
供された。今年は連日猛暑が続いた影響で、昨年より少ない約 1,600 人のこども達と大人の参加者でこの
２日間会場が賑わった。

くじら博士の出張授業＆料理教室の開催
　クジラに馴染みの薄い一般消費者にもクジラの生態、捕獲調査や鯨肉の美味しさを知ってもらうため、
くじら博士の出張授業＆料理教室を実施した。
　８月 10 日に、千葉県美浜区の打瀬公民館調理室で開催した。出張授業は西脇参事が講師を務め、クジラ
の生態や研究所の調査等について講義した。授業の後は鯨の竜田揚げ、土鍋ご飯、サラダをつくり、試食
した。

くじら博士の出張授業＆鯨肉試食会の開催
　研究所のある豊海・勝ちどき地域の地元の人達にもクジラの生態、捕獲調査や鯨肉の美味しさを知って
もらうため、くじら博士の出張授業＆鯨肉試食会を実施した。
　８月 28 日に、東京都中央区のフーダーズスタジオ勝ちどきで開催した。出張授業は西脇参事が講師を務
め、クジラの生態や研究所の調査等について講義した。授業の後は、鯨のサイコロステーキとサラダを試
食した。フーダーズスタジオは元倉庫ということで、天井の高い広い空間があったため、シロナガスクジ
ラの実寸大幕を室内に掲げた。子ども達のみならず大人にも人気であった。
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　ICJ 判決では JARPAII は「科学的研究のため」ではないとされましたが、畑中顧問の文章でも言及され
ているように、JARPAII の科学的妥当性は、調査の科学的成果によって評価されるべきであり、そうした
観点からは妥当性があることが記述されています。大隅顧問の三人委員会についての文章では、資源評価
のためには、所定のデータを集め、それをきちんと分析する必要があることを、IWC でかつて認識されて
いたことが記述されています。今後も鯨類資源をより適切に管理していくには、データを集め、科学的な
分析に基づく資源評価が必要ですが、商業捕鯨のモラトリアムが続いている現状では、適切な計画に基づ
く捕獲調査の実施によりそれが可能になることを忘れてはいけません。（袴田高志）

京きな魚（編集後記）


